
奨学金受給希望者の氏
名・生年月日・現住所等を
記入してください。

履歴書用の写真を貼付してください。
（６カ月以内に撮影したものを貼付）
※ 写真の裏面に氏名を記入してく
　 ださい。
※ スナップ写真不可

「最短履修学年数」欄には、
卒業するまでにかかる最短
の年数を記入してください。
（４年制大学の場合、「４」）

該当する箇所にチェックを入れてくださ
い。
ひとり親家庭の場合、チェックに加えて児
童扶養手当または遺族年金・障害年金の
受給開始年月の記入が、施設の入居者
の場合、チェックに加えて施設名の記入
と施設長の署名・捺印が必要です。

高等教育の修学支援新制度（「授業料の減免」と「日本学生支援機構給付型奨学金の給付」のセット）の申
込状況について、該当するもの（有または無）を選択してください。
また、大学等の入学後に他奨学金との併給を希望する場合、申請予定のものも含めて記入してください。
※ 入学祝い金等で給付が１回限りの給付型奨学金の場合、「一時金給付型」を選択してください。
※ 併願している他の継続給付型の奨学金がある場合、合わせて記入してください。
　 （他の継続給付型奨学金との併給は認められませんが、併願は可能です）
※ 給付額は、円単位で正確に記入してください。（年額を記入）
※ 高校在学中に受給した奨学金は記入不要です。

進学を予定（希望）する
学校名・学部等を記入
してください。



申込書を作成した日を
記入してください。

福祉団体による推薦が
ある場合は福祉団体の
住所を、福祉団体による
推薦がない場合は保護
者の住所を記入してくだ
さい。

必ず、奨学金受給希望者
本人が自署してください。

・ ひとり親家庭の場合、実父または実母との離別（死別）の状況、および扶養者の状況を記入し
てください。（※ いつ頃に離別（死別）し、現在どのような状況なのかを記入してください）

・ 施設の入居者及び里親家庭の場合、実父または実母との離別（死別）の状況、及び現住所へ
入居した時期について記入してください。

・ 上記内容に加え、進学後の住環境の見込み等を具体的に記入してください。

・ 施設の入居者は、施設等の代表者の氏名を記入してください。（代表印の捺印が
必要）

・ 里親家庭は、里親会等の福祉団体代表者の氏名を記入してください（代表印の
捺印が必要）。里親が福祉団体に所属していない場合は、里親の氏名を記入し
てください。

・ ひとり親家庭は、所属する母子寡婦福祉連合会等の福祉団体代表者の氏名を記
入してください（代表印の捺印が必要）。保護者が福祉団体に所属していない場
合は、保証人として保護者の氏名を記入してください。（保護者が自署）
※ 推薦人の欄は、原則として福祉団体の職員の方に記入を依頼してください。

奨学金受給希望者と生計を一にする家族の状況を記入してください。
就学者については学校名および学年を、非就学者については勤務先および勤続
年数を記入してください。（無職の場合、勤務先に「無職」と記入）
「給与収入」欄は、2023年（１月～12月）の年間総収入見込み額を、「その他収入」
欄は児童扶養手当、公的年金、生活保護費等を含めた給与収入以外の総収入見
込み額を記入してください。（１万円未満は切り捨て）
※ 施設の入居者の場合、本人の状況のみ記入してください。
※ 里親家庭の場合、生計を一にする家族の「給与収入」及び「その他収入」欄の
記入は不要です。（ただし、「勤務先または学校」欄は記入してください）

児童扶養手当や生活保護等
を受給している場合、年間
の見込額の合計を「その他
収入」に記入してください。

現在、家族の中に当財団の奨学生として採用された方がいる場合、ま
たは本人以外に今回の奨学金奨学生に申し込んだ方がいる場合、該当
する箇所にチェックを入れて、その方の氏名を記入してください。



推薦書を作成した方の氏
名・職名を記入してくださ
い。

推薦書を作成した日を
記入してください。

学校長印を捺印

この欄は、推薦書作成者（奨学金受給希望者が通っている高等学校の教職員
の方）が記入してください。なお、推薦書は、担任の先生等、受給希望者のこと
をよく知っている方が作成してください。
調査書と内容が重複する部分については、同じ内容を記入していただいて構
いません。

奨学金受給希望者はこの部分
だけを記入し、推薦書作成者
へ渡してください。

高等教育の修学支援新制度（日本
学生支援機構 給付型奨学金）の申
込状況について、該当するもの（有
または無）を選択してください。
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